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孟宗竹や真竹などを害Jっ

て平たくしたものを,表と裏

交互に網代風に組んだも

ので、名前の占来が、大浮

は京都の裏で京都は大津

の表に当たることから、表と

裏を組み合わせたところか

らきている。書院と茶席の

間などに好んで用いられる

竹返である。

細めの竹を交互に

織り込んだ大津垣は、

繊孫田な内にも、しつかりとした

存在感にあふれ、

竹垣の隙間から

四季の風が通り抜けます。

大津垣
柱:ブロンズ、本体:真竹16φ

高さ 1, 2 0 0 m m    高 さ:1 , 5 0 0 m m    高 さ11 , 8 0 0 m m

基本セット   ¥71,000   ¥88,000   ¥97,000

連結セット   ¥65,000   ¥79,000   ¥88,000

0こ の価格は組立に必要な部材の材料価格です。組立 施工費及び消費税は含まれておりません。

(各製品の仕様 価格等は予告なしに変更することがあります。)
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